
有限会社三成工業 SDGs宣言

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、
積極的な取組みを通じて持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

2022年5月20日
有限会社三成工業
代表取締役稲垣晋作

時代の変化とともに“ものづくり”に対して、柔軟な
行動力で製品の機能改良を行い、付加価値を創造す
ることで快適な環境を提供してまいります。

【主な取組み】
・新たな技術や協業への挑戦による高い付加価値の

提供
・「顧客目線に合った」高品質サービスの提供
・㈱DOOGとのインテグレーション契約の締結

社会課題解決
協働運搬ロボットにより、働き手の補助を行うこと
で、一人ひとりの負担を減らし、慢性的な社会課題
である人手不足解消に貢献してまいります。

【主な取組み】
・様々な場面での人手不足への対応
・福祉施設へ協働運搬ロボットの「自動操縦」

「ライントレース」「メモリートレース」機能を
活用し患者さまや介護人を補助

社会貢献活動
時代の変化に合わせた社会貢献を模索することで、
常にお客様に選ばれ続けること、道具として役立つ
移動ロボットで笑顔あふれる社会づくりに貢献して
まいります。

【主な取組み】
・海外現地法人を通した企業の海外活動サポート
・アメリカ現地に機械設置メンテナンス作業員配置
・日本とアメリカ間でのスピーディーな対応

働きやすい職場
誰もが働きやすい職場環境づくりに取り組むことで、
従業員が健康でやりがいを持って働くことができる
企業を目指してまいります。

【主な取組み】
・健康診断の実施や人間ドックの受診料助成
・人権尊重や差別禁止の明文化
・スキルアップ支援･各種ハラスメント禁止の徹底

SDGsへの取組み

ものづくり



～バナナペーパーとは～

バナナペーパーは、今までは廃棄されるだけだったオーガニックバナナの茎から取った「バナナ繊維」を
原料として使用し、日本の和紙の技術を用いて作られた「フェアトレード」の紙です。

野生のシマウマ、キリン、ゾウが自由に歩くアフリカ南部にある国・ザンビアの村で繊維を取っています。
この繊維を取るという仕事のおかげで、アフリカの女性たちに雇用が生まれ、子供たちが学校に行ったり、
マラリアを予防するための蚊帳を買ったり、電気のない家にソーラーランプをつけたりすることができる
ようになりました。

環境に配慮し、アフリカの貧困層の村に雇用を生み出し、現地の人々の自立を支えるバナナペーパーは、
国連サミットで採択された「持続可能な開発目標（SDGs／Sustainable Development Goals）」の達成
の貢献につながる特徴を持っています。

※本宣言書は、バナナペーパーを使用しております。

持続可能な開発目標 SDGsとは

SDGsは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、
2015年9月に国連で採択された2030年までの国際開発目標。17の目標と169のター
ゲット達成により、「誰一人取り残さない」社会の実現に向け、途上国及び先進国で
取り組むものです。


